
7月の主な作業予定

≪地層研ニュースに関するご意見・ご要望および施設見学会の連絡先≫

【瑞浪超深地層研究所】

【正馬様用地】

① 地表からのボーリング孔(4孔)を用いた地下水の水圧・水質観測
② 表層水理定数観測（地下水位の観測）

①
②
③
④
⑤

⑥
⑦

<ボーリング孔を用いた地下水の観測>

◆地表(5孔)
◆深度200m,300m,400m予備ステージ(各1孔)
◆深度300m研究アクセス坑道(2孔)
◆深度300mボーリング横坑(換気立坑側5孔)
◆深度300m研究アクセス坑道(1孔)
◆深度500m研究アクセス北坑道(9孔)

◆深度200mボーリング横坑
　（主立坑側1孔、換気立坑側1孔）
◆深度300mボーリング横坑
　（換気立坑側3孔）
◆深度300m研究アクセス坑道(1孔)
◆深度500m研究アクセス南坑道(1孔)
◆深度500m研究アクセス南坑道(3孔)

地下水の水圧・水質観測 地下水の水圧観測

0572-66-2244（代表）

0572-68-7717

tono-ck@jaea.go.jp（ご意見・ご要望）

tono-kengaku@jaea.go.jp（施設見学会）

【連絡先：東濃地科学センター　総務・共生課　まで】

表層水理定数観測(地下水位・土壌水分の観測)
狭間川における流量観測及び研究所周辺井戸での水位観測
研究坑道の排出水等の環境管理測定
研究坑道の湧水に含まれるふっ素、ほう素を排水処理設備で除去後に排水
研究坑道内における傾斜計を用いた岩盤の変位計測、重力計測及び応力計測(東濃地震科学研
究所との研究協力)
研究坑道内におけるニュートリノ捕捉用原子核乾板の保管(名古屋大学への施設貸与)
坑内外設備の維持管理

瑞浪超深地層研究所の施設見学会のご案内
　瑞浪超深地層研究所では、下記のとおり施設見学会を開催します。
　参加をご希望の方は事前申込が必要となりますので、7月17日（火）までに住所、氏名、電
話番号を下の連絡先までお知らせください。また、申込み多数の場合は締切り前に受付を終了
させていただくこともありまので、ご了承ください。

【日　時】平成30年7月21日（土）9:30～12:00
【内　容】地上設備の見学
【対　象】小学校4年生以上

・工事現場での安全の確保のため、小学生の方は4年生以上で保護者同伴でお願いします。

・見学場所は工事現場ですので、安全のためスタッフの指示に従ってください

・地上設備の見学の際は、安全装備（ヘルメット・安全長靴・軍手）を着用して頂きます。

・スカートや裾の広いズボンの類は現場見学の支障となりますので、ご遠慮ください。

・見学場所には狭い場所や機器が設置してある所があるため、皮膚の露出の多い服装（半袖・半ズボン等）はお勧め

　しておりません。

・飲酒されている方、妊娠中の方、体調がすぐれない方はご遠慮ください。

スポット
ニュース

《東濃地科学センターHP》

狭間川の清掃ボランティアへの参加

　6月3日、毎年、環境月間に合わせて行われて
いる瑞浪超深地層研究所近くを流れる狭間川の河
川清掃ボランティアに参加しました。
　清掃作業では、背丈ほどまでに生い茂った雑草
と格闘しながら草刈りを行いました。

狭間川の清掃

「土岐市美濃焼祭り - 水辺の陶器マルシェ -」への出展

　4月14日、15日の2日間、土岐市の陶器の祭典「土岐市美濃焼祭り-水辺の
陶器マルシェ-」が土岐川堤防道路、セラトピア土岐で盛大に開催されました。
　昨年までTOKI-陶器祭りという名前で開催されておりましたが、今年から１
日遊べるマルシェ（市場）として、キッチンカー広場やクラフト市、陶器販売
市などイベント盛りだくさんにリニューアルされました。
　東濃地科学センターもブースを出展し、パネルを用いた事業の紹介やもぐら
博士と一緒に撮影した写真入りのキーホルダー作りなどを行いました。

パネルを用いた事業の説明もぐら博士との記念撮影

次月峠の環境美化作業
　　東濃地科学センターでは、近隣地区の団体と

合同で、国道21号の「次月峠」交差点付近（土岐

市泉町定林寺）の花壇の整備や、清掃活動を行っ

ております。この活動では、昭和50年から清掃活

動を開始し、平成10年からは花壇の整備を開始し

ました。

　6月7日は土づくり、6月13日は花植え作業を

行いました。今後も東濃地科学センターでは、環
境美化に積極的に取り組んでまいります。

花植え作業

地層研ニュース-2018/6月号 -
vol.195

国立研究開発法人
日本原子力研究開発機構
東濃地科学センター
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◆塩化物イオンについては、「排水基準」や「環境基準」などの法的な規制はありませんが、

濃度の高い水を稲作に長期間使用した場合には、稲の発育に影響が出るという研究事例

があります。千葉県農業試験場の論文・文献などでは、稲は塩化物イオン濃度が

500mg/L 以下の水を使用していれば、被害が発生する可能性が少ないことから、「安

全基準」として 300 ～ 500mg/L が記されています。

　研究所からの排出水等には天然由来の塩化物イオンが含まれています。狭間川の下流

域においては、河川水を稲作に利用していることから、上記の「安全基準」にもとづき、

明世小前取水口における河川水濃度として月平均 300mg/L 以下を目安に管理していま

す。なお、月平均 300mg/L を超える、又は超えると予想される場合には直ちに耕作者

の方々にお知らせします。また、これが長期間に及ぶと予想される場合は、500mg/L

を超える前までに「専用設備」による処理などの必要な対策を講じます。

※１

※２

※３

※４

※５

※６

※７

※８

測定結果 (3 月 13 日～ 6 月末日 )
花木の森散策路における
空間放射線線量率

※6

3 ヶ月の集積空間放射線線量から算出

参考値 (3 月 13 日～ 6 月末日 )

測定中

周辺地域の空間放射線線量率と同等

測定中

河川水や湧水は、環境基本法に定められた基準を参考値として自主管理を行っています。また、測定結果については、放流先河川の状態の把握や排水処理設備の運転の参考としています。

立坑の湧水の値は、排水処理設備でふっ素・ほう素を除去する前の値です。排水処理後は狭間川へ排水します。

狭間川上流は排出水が流れない場所での採水のため、測定値は狭間川そのものの水の値となります。

掘削土の溶出量は、土壌汚染対策法に定められた基準を参考値として自主管理を行っています。測定結果の評価については、参考値と比較し参考値を超えないことを確認しています。

掘削土の測定は、検定（測定）用の水溶液の中に掘削土を入れて溶け出した物質の量を測定します。この水の中に溶け出した物質の量のことを溶出量といいます。

空間放射線線量率は、花木の森散策路の空間放射線線量と比較するため、周辺地域の空間放射線線量率（機構が瑞浪・土岐市内の 12 地点で測定）を参考値としています。また、測定結果

の評価については、周辺地域の空間放射線線量率と比較し、その最大値を超えないことを確認しています。

「検出されないこと」とは、測定項目ごとに定められた検定（測定）方法で測定した結果が当該検定方法の定量限界を下回ることを表します。

ＮＤとは測定値が検出できないほど微量か、またはゼロであることを表します。測定結果のカッコ内の数値は検出限界値を表します。

【採取日：週 2 回】 （単位：mg/L）

工事排出水
明世小学校前

取水口
立坑の湧水狭間川上流

測定項目

1.3 ～ 1.7

（1.5）

270 ～ 310

（290）

230 ～ 330

（290）

4.1 ～ 100

（47）

測定場所

塩化物イオン濃度

※（　）内は月平均
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1 未満

0.0003 未満

ND(0.1 未満 )※8

ND(0.1 未満 )※8
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0.02 未満

0.005 未満
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0.002 未満

0.001 未満

0.002 未満

0.23

0.54

0.45

0.005 未満

0.23

水素イオン濃度

浮遊物質量

カドミウム

全シアン

有機燐化合物

有機燐

鉛

六価クロム

砒素

総水銀

アルキル水銀

ＰＣＢ

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

四塩化炭素

ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ

チウラム

シマジン

チオベンカルブ

ベンゼン

セレン

ふっ素

ほう素

塩化物イオン

1,4- ジオキサン

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素

ｱﾝﾓﾆｱ、ｱﾝﾓﾆｳﾑ化合物、亜硝酸
化合物及び硝酸化合物
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0.003 以下

0.02 以下
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0.0003 未満

0.002 未満
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0.09

0.005 未満

測定項目 管理目標値 工事排出水 狭間川下流
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0.0005 未満

0.0006 未満

0.002 未満

0.004 未満

0.0002 未満

0.0006 未満

0.0003 未満

0.002 未満

0.001 未満

0.002 未満

0.38

0.08 未満

0.02 未満

0.005 未満

狭間川上流

8.4

0.0003 未満

ND(0.1 未満 )※8

0.005 未満
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0.005 未満
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ND(0.0005 未満 )※8

0.001 未満

0.0005 未満
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0.0002 未満

0.002 未満

0.0004 未満

0.0005 未満

0.0006 未満

0.002 未満

0.004 未満

0.0002 未満

0.0006 未満

0.0003 未満

0.002 未満

0.001 未満

0.002 未満

0.12

9.3

1.3

280

0.005 未満

立坑の湧水
※3※2

—

0.003 以下

検出されないこと※7

0.01 以下

0.05 以下

0.01 以下

0.0005 以下

検出されないこと※7

検出されないこと※7

0.01 以下

0.01 以下

0.002 以下

0.002 以下

0.02 以下

0.004 以下

1 以下

0.006 以下

0.1 以下

0.04 以下

0.04 以下

0.002 以下

0.006 以下

0.003 以下

0.02 以下

0.01 以下

0.01 以下

10 以下

0.8 以下

1 以下

—

0.05 以下

参考値
※1

【採取日：排出水、河川水、湧水（平成 30 年 5 月 8 日）】 【単位：mg/L（水素イオン濃度は pH）】
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地下深部は宇宙・深海底に次ぐ第三のフロンティア

地下深部の地下水の年代を測る
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　地下深部の地下水は非常にゆっくりと流れており、測定器を使って流れる方向や速度を直接測る
ことができません。そのため、コンピュータ解析によって地下水の向きや速さを計算で求めています。
しかし、解析では限られた地下情報を使って計算しているため、解析結果の信頼性を評価する必要が
あります。今回は、解析結果の評価にとって最も有効な情報となる地下水年代について説明します。

-炭素14、塩素36、ヘリウム４を使った地下水年代測定技術の開発-

図３  瑞浪超深地層研究所周辺の地下水の水質と年代（概念図）

図 1  地下水年代測定法の概念図

図２  炭素 14 とヘリウム 4による年代値の比較
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・炭素 14（14C）による地下水年代測定法
　14C による地下水年代測定法は、地下水中に含まれる天然の放射性炭素（14C）
の放射性壊変 (放射性元素の原子核が放射線を出して他の原子核に変わる現象）
による濃度変化（減少量）から地下水年代を求める方法です。14C の半減期
（原子の数がはじめの半分になるまでの時間）は 5730 年のため、概ね数千年
から３万年程度の地下水年代を推定できます。

・塩素 36（36Cl) による地下水年代測定法
　36Cl も14C と同様に放射性壊変による濃度変化（減少量）から地下水年代を
求める方法です。36Cl の半減期は 30.１万年と14C に比べ 50 倍以上も長いため、
概ね 150 万年までの地下水年代が推定できます。

・ヘリウム 4（4He）による地下水年代測定法
　4He は希ガスで化学的に安定であり、岩石に含まれるウランやトリウムの
放射性壊変（ウランやトリウムの原子核から出される放射線（アルファ線）は
ヘリウム４の原子核）によって生成されます。そのため、上記の２つの放射性
同位体と異なり、地下では時間と共に濃度が増加します。この濃度の増加量
から地下水年代を求める方法です。

（電力中央研究所の報告書から引用、一部加筆）
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